
◎１０大プロジェクトや４次実施計画など

の方向性を踏まえる

◎市民生活の将来をわかりやすく示す

◎総花的から「選択と集中」へ

◆社会状況の変化に対応する計画構成イメージ

次期総合計画

人口減少・少子・超高齢化

メガ・トレンド

◆本市を取り巻くメガトレンド・社会経済情勢からみた課題認識

次期総合計画について 平成26年2月6日

◎総花的から「選択と集中」へ

◎社会状況の変化に機敏に対応する

◎各分野別計画の役割を整理

市政運営上の拠り所となる

普遍的な方針

【基本構想】

【基本計画】

現計画策定以降の８年間で

・リーマンショック

・中越沖地震

・3.11大震災

・２度の政権交代

概ね８年間

８年間

人口対策（０歳，18歳，22歳，30歳～）

子どもを産み育てる環境整備

大学の拡充・専門学校への支援，外国人留学生

持続可能なまちづくり

人口減少・少子・超高齢化への対応

区
ビ
ジ

土地利用など基本的な政策や

区ビジョンの基本的な方針など

まちづくりの方向性

【基本計画】

【実施計画】

などが発生

２年間

大学の拡充・専門学校への支援，外国人留学生

Iターン・Uターン・新たな成長産業の育成

女性，元気高齢者，ひきこもりなどの社会参加

健康でずっと安心してくらせるまちづくり

多様な方が多様に働けるまちづくり

公共交通，楽しく・元気なまちなか

コンパクトシティ・ファシリティーマネジメント

新潟のミッション

毎年度予算・事業実施

基本構想・基本計画を実現するため

の基本的な取組み
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【実施計画】

国土強靭化・日本海国土軸強化

防災首都・救援拠点

国家戦略特区

ニューフードバレー，食料・食品加工基地

環日本海ゲートウェイ，エネルギー拠点

コミ協，社協，NPOなど地域との連携・協働

新潟のミッション

市政創造・自治の深化

毎年度予算・事業実施


